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築
 

周 <@ 
申 紅 う ど ( 独 活 ) は 、 ウ コギ 科 タ ラノ キ 属 の 多 

年 草 植 物 、 山 菜 で す 。 新芽 は 鮮明 な 赤い 色 

を し て いま す 。 出荷 時 期 は 4 月 中 旬 ~ー5 月 

上 旬 と 限ら れ て いま す 。 

普通 の うど に 比べ て 香り よい の が 特徴 で す 。 

開       
茎 の 利用 皮 の 利用 穂先 の 利用 

薄切り に し た 茎 を ざっ と 茹で 紅 う ど は うど に 比べ て アク が 表 を つけ 、160C の 油 で 揚げ 

た も の を 水 で さら し た 後 、 水 少なく 〈 く 、 皮 が 薄い の で 皮 を サ ます 。 

を よく 切り 、 酢 味噌 ( 酢 、 味 噌 、 ラダ や きん ぴら と し て 利用 で 

砂糖 同 量 ) で 和え を ます 。 き 、 皮 の 活用 は エコ に も つ な 

が り ま す 。   
生 旗 者 の 声 

うど の 廻り を トタン で 囲い 、 も み 殻 入れ て 

栽培 カッ レ ンダー ね 。 う どの 茎 は 日 光 に 当たる < 緑色 に 変 

色 す る ん です ょ 。 それ で 大 きく な る に つれ て 、 

ーー サー も み で 補 っ て や る と 基 の 色 は 白い まま 、 紅 

1 うと で な ら 鏡 や か な 赤色 に 月 含ま す 。 
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